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１．本時の位置付け 

 本時は、中学校学習指導要領（平成 29年告示）及び同解説【社会編】に記載されている以下の内容の一部と関連し

ます。  

展

開

① 

【金融などの仕組

み】 

直接金融と間接金

融  

社会科【公民的分野】 

B（１）ア 

(ｳ) 現代の生産や金融などの仕組みや働きを理解すること。 

＜解説＞ 

・家計の貯蓄などが企業の生産活動や社会に必要な様々な形態の起業のための資

金、人々の生活の資金などとして円滑に循環するために、金融機関が仲介する間

接金融と、株式や債券などを発行して直接資金を集める直接金融を扱い、金融の

仕組みや働きを理解できるようにすること。 

展

開

② 

【金融の働き】 

資産形成と経済活

動の関係性  

また、金融リテラシー・マップとの関係では、「分類４ 金融分野共通」の学習を含んでいます。 

 

２．本時の目標  

 直接金融や間接金融といった会社が資金を集める方法をもとに、現代の金融の仕組みや働きについて理解する。 

 

３．評価のポイント  

 直接金融や間接金融といった会社が資金を集める方法をもとに、現代の金融の仕組みや働きについて理解して

いる。 

 

４．本時の流れ 
  本時は、J-FLEC提供教材「株式会社をつくろう！ミスターＸからの挑戦状」の一部を活用して授業を展開します。 

 テーマ 学習活動（●は教師の活動、○は生徒の活動） 指導上の留意点 

導
入 

５
分 

起業や事業を継

続するために資

金が必要になる

こと 

会社の企画を実現するために必要な資金を挙げよう。 

●会社を興すため、そして続けるために必要なものを、「お

金の使い道」という視点で挙げさせる。 

●1 分間個人で考えたものを挙げさせ、その後 4 人班で 2

分間共有させる。 

〇ワークシート１に、班員それぞれの意見を記入する。 

○本時では、挙げた「お金の使い道」を実現するために、会

社が資金を集めること、その方法について着目して学習

することを確認する。 

 

○第 1 時でミスターＸを使

用して、会社（企画）案を

考えている場合は、4 人

班での共有のあと、自分

たちの会社に必要な資金

を考えさせる。 

展
開
① 

20
分 

【金融などの仕

組み】 

直接金融と間接

金融 

会社はどうやってお金を集めるのだろう？ 

●会社がどのようにお金を集めるのかについて、次の動画

を見て、ポイントをまとめさせる。動画を見るときは、メモ

を取らず、ポイントを頭の中にメモしておくよう伝える。

（動画を流す） 

●ポイントを、①「お金の出どころ（元手）は？」、②「どの会

社にお金を出すかを決めるのは？」、③「お金を出した人

のメリット・デメリット（利益と損失）は？」の３点にまとめ、

ワークシート２に記入させる。 

 

・「ミスターX」の「第 2の挑

戦状」を視聴する。（第 1

の挑戦状を見ていなくて

も問題なく視聴できる編

集になっている） 

 

中学校 

社会科（公民的分野） 

会社はどうやってお金を集めるの？ 

～直接金融と間接金融～ 
（２０２６．３） 
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 テーマ 学習活動（●は教師の活動、○は生徒の活動） 指導上の留意点 

展
開
①
（続
き
） 

20
分 

【金融などの仕

組み】 

直接金融と間接

金融 

○間接金融は「銀行からお金を借りる方法」であり、銀行は

預金者のお金を貸し出すため、①借りたお金（元本）を期

限内に返済してもらわなければならないこと、②会社を信

用して資金を貸すこと、③貸した資金について利息をとる

こと、の３点について、メモをする。 

〇直接金融は「株式等でお金を集める方法」であり、①投

資家の資金が元手になること、②投資家が会社の将来性

や事業内容に魅力などを感じて直接投資先を選ぶこと、

③利益（損失）の一部を受け取ること、の３点についてメ

モをする。 

 

●次の場合は、「銀行」、「投資家」どちらの判断に近いか、

判断して手を挙げさせる。 

○事例１：事業は「失敗しない」ことが一番大事である。 

○事例２：事業の成功や失敗よりも、自分が関心ある分野

に強い会社を応援したい。 

○事例３：お金は、必ず増えるところにしか出したくない。 

・直接金融にはクラウドファ

ンディングもあるが、これ

は「新しいアイディアや夢

を応援するなどの動機で

お金を出す方法」であり、

株主のもつ会社の経営に

参加する権利はもたず、

利益に対する配当を受け

取る権利もない点に違い

がある。 

 

○「銀行」、「投資家」の判

断では、どちらの方がよい

判断か、正解を求めると

いったことよりも、役割の

違いによって、考え方も変

わってくることをつかませ

る。 

展

開

② 

15

分 

【金融の働き】 

投資、リスクとリ

ターンについて

学ぶ 

金融の仕組みが社会にとってどのような意義をもつかを

考えよう。 

●あなたが株主になるなら、資料から読み取れる会社の特

徴のうち、何を重視して投資先を選びますか。会社 X と

会社 Yを比べて、重視した特徴と理由を書きましょう。 

判断基準 会社Ｘ 会社 Y 

利益 安定 不安定 

成功率 高い 低い 

配当 小さいが継続的 成功時は大きい 

企業の規模 大企業 ベンチャー企業 

社会への影響 小さい 大きい 

環境への配慮 大きい 小さい 

●ワークシート３-１の文章に個人で考えたことを記入させ、

4人班で考えを共有させる。 

○各班で出た意見を全体で共有させ、リスクとリターンの関

係について確認する。 

●株主（投資家）の考えを参考にして、「預金者からの資金

を確実に返す責任」を負っている銀行はどのように判断

するかを４人で考えさせ、ワークシート３-２、3-3 に記入

させる。 

○各班で出た意見を全体で共有する。 

・任意の４人班で実施す

る。判断基準の差が感じ

られるように、人数を調整

する。 

・会社は対比しやすいよう

に２社で６つの判断基準

を例示しているが、学校

の状況に応じて、選択肢

を増やしたり、絞ったりし

てもよい。ただし、利益だ

けに着目するような特定

の判断基準にしかならな

い項目立てにはしないよ

う留意する。 

・リスクとリターンは動画資

料を振り返る形で確認す

る。 

・「銀行は必ずＡを選択す

る」や「銀行はリスクをとら

ない」といった断定的な説

明をすることは避け、銀行

は「預金者からの資金を

確実に返す責任」を負う

ため、一般的な株主とは

異なる判断をする場面が

あることに気付かせるよう

にする。 

 

ま
と
め 

10
分 

学習のまとめ 

 
本時の学習内容についてまとめよう。 

●本時の学習のまとめをワークシート４に書かせ、仲間に伝

えさせる。 

〇本時の学習内容をワークシートにまとめ、４人班で学習内

容として重要だと思う点について共有する。 

 

・【本時の評価方法】空所

補充を適切に行ったうえ

で、直接金融や間接金融

の役割を踏まえて会社が

資金を集める方法につい

て説明しているかどうか

を見取る。 
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 テーマ 学習活動（●は教師の活動、○は生徒の活動） 指導上の留意点 

・共有は任意の４人班で実

施する。まず、個人で学習

内容を整理させた上で、

その学習内容を班の他の

人に説明させる。 

 

５．ワークシートの解答・解答例 

 
６．参考資料 

・池端卓也、森田充、亀坂安紀子「日本の個人投資家の投資行動および投資損益に関する分析」『JPXワーキン

グ・ペーパー』Vol.49、2025.9.12 

URL JPXWP_Vol49.pdf 

 

https://www.jpx.co.jp/corporate/research-study/working-paper/JPXWP_Vol49.pdf
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会社はどうやってお金を集めるの？～直接金融と間接金融～ 

年  組  番 名前 

 

１．会社を興すため、そして続けるために必要なものを、「お金の使い道」という視点で挙げてみよう。  

【        】さん 

 

 

【        】さん 

 

 

【        】さん 

 

 

【        】さん 

 

 
 

２．【映像資料】次の表を整理して、間接金融と直接金融の特色をまとめよう。 
 間接金融 直接金融 

①お金の出どころ 

（元手）は？ 

  

②どこにお金を出すかを

決めるのは？ 

  

③お金を出した人のメリ

ットとデメリット（利益

と損失）の関係は？ 

  

  ※デメリットは、映像資料には明示されていないので、教科書なども参考にしてみましょう。 
 

３-1．あなたが株主になるなら、資料から読み取れる会社の特徴のうち、何を重視して投資先を選び

ますか。会社Ｘと会社Ｙを比べて、重視した特徴と理由を書きましょう。 

1.私がこの会社の株主になるとき、判断基準（利益・成功率・事業内容など）のうち（      ）と（      ）を重視

する。なぜなら、私は投資するときに（             ）という点を重視するからだ。 

2．会社に投資することは次のうちどれに最も近いと思いますか。次の①～③から選び、その理由も書きましょう。 

①会社が利益を増やすことを応援すること 

②会社の事業の内容や取組み姿勢を応援すること 

③会社が社会に与えるよい影響が大きくなること

を応援すること 
 

3-2．意見を共有しよう。                               3-3.銀行が大切にすること 

【        】さん 

 

 

【        】さん 

 

 

【        】さん 

 

 

【        】さん 

 

 
 

4．ふりかえり  

今日の学習を通して、株主は（      ）を重視して会社を選ぶ一方で、銀行は（      ）を最優先にして判断す

ることが分かった。なぜなら、 

 

 

理由 

 

ワークシート 


